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電光スベクトルに就いて（補遺）

内 海 誠

本誌第 4傘第 1貌に報告した電光えペクトJレに就いて其の後気付いたととを一言附記したい．

間報告掲民 IIの B を注意すると？山 6560-6490，九λ5850-5530の部会に一見夫々 x6525, 

λ5674に起因するハレーシ g ンと見たされる如き康範囲の卸帯が認められるが，昭和 15~手 11

月ー昭和 16年 2月に亙る 295時間の夜光スペクトル．富良に於ても之等の部分に顕著な輝帯の存

在を認めた．尚之は電光スペクトルの混入の結果と考へ，地球大訴のフラウンホーファ吸牧帯 C

(H20）， α’（O~）， 8 (H20, OJ, Chappi田！03）等に同定した（本総本競参照〉か前記電光スペクト

ルの輝帯も地球大講のフラウンホーフ？帯が輝帯として現はれたもりであると考へられる．

（昭和 18年 7月）


